
1040664_hyo_150319

新 潟 大 学 理 学 部

平成 27 年度

履 修 の 手 引



目   � 
 
 
１ 入学にあたって----------------------------------------------------------------------------------------   1 
 
２ 新潟大学理学部規程------------------------------------------------------------------------------------ ２ 
 
３ 新潟大学における授業科目の区分等に関する規則--------------------------------------------- 13 
 
４ 履修の心得------------------------------------------------------------------------------------------------ 15 
 
５ 教育職員免許状の取得について--------------------------------------------------------------------- 20 
 
６ 学芸員の資格取得について--------------------------------------------------------------------------- 26 
 
７ 理学部の組織--------------------------------------------------------------------------------------------- 27 
 
８ 大学院の組織--------------------------------------------------------------------------------------------- 27 
 
９ 自然科学研究科の構成--------------------------------------------------------------------------------- 28 
 
10 教 授 会------------------------------------------------------------------------------------------------ 29 
 
11 事 務------------------------------------------------------------------------------------------------------ 29 
 
12 理学部教職員一覧--------------------------------------------------------------------------------------- 30 
 
13 理学部講義室等案内図--------------------------------------------------------------------------------- 31 
 
14 理学部周辺案内図--------------------------------------------------------------------------------------- 36 



―1― 

１. 入学にあたって 

 

 新入生の皆さん，入学おめでとうございます。新潟大学理学部は，皆さんの入学を心

から歓迎いたします。皆さんには，新潟大学での学生生活を楽しく，有意義に過ごして

いただきたいと思います。大学は，学生の自律性を重視する場所です。自分の学習計画

はもとより，大学における自分自身の過ごし方を自分で決め，自分の責任で実行してい

かなければなりません。自分の将来を見据えて目標を定め，その目標を達成できるよう

自分で計画し，それを実行することになります。卒業するときには，すべての皆さんが

これからの人生を切り開くことができる能力を身につけているよう期待しています。 

 

 皆さんの入学した理学部は基礎科学を学び研究する学部です。それは人間の最も純粋

な本能の一つである真理の探究への「好奇心」に端を発しています。数理，ミクロな世

界から生命，地球・宇宙に至るまでの自然の仕組みの解明を目指すことそのものが理学

の醍醐味です。そしてまた，理学は知的好奇心だけに閉じているものではなく現代社会

の最先端技術，情報，生命・医療，新機能材料，自然環境などありとあらゆる分野の基

礎となっています。理学を学び継承・発展させていくことは，基礎科学の発展に寄与す

るとともに社会からの要請に応えることにもなります。  

 

 理学はその性格上，基礎からの積み重ねが重要になります。したがって目的・目標に

至るためのルートマップを知ることが大切です。まず入学直後に「大学学習法」という

授業を履修し，４年間の勉学を展望します。次に，自然系共通専門基礎科目群を履修し

て専門教育をうけるための準備を整えます。これと並行して，新潟大学学生にふさわし

い教養を身につけるための科目群を履修します。それらの基礎の上に立って専門科目を

学びます。専門科目では，演習・実習・実験・セミナーなどによるきめ細かい対応によ

り，学生１人ひとりの個性を伸ばす工夫がされています。知識は時代とともに変転して

ゆきますが，理学部での勉学から身につけた物事の根底にある本質を見抜く能力とそれ

をもとに論理的に思考できる能力は，目まぐるしく変化する時代にこそ対応できるもの

です。 

 

 この「履修の手引」は，皆さんが理学部において学習を進めるにあたっての必要事項

をまとめたものです。多少難解なところもあるかもしれませんが，皆さんが卒業するま

でのガイドとなりますので，よく読んで，内容を理解しておいて下さい。不明な点があ

れば，自己流に解釈せず身近にいる教員や学務係に相談して下さい。これから始まる大

学生活において，自分自身の学習プログラムを作成して有意義な学生生活を送るために，

「履修の手引」を有効に活用して下さい。 

理学部長  松 尾 正 之  
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２. 新潟大学理学部規程 
 

 
 （趣旨） 
第１条 新潟大学理学部（以下「本学部」という。）の教育課程の編成，学生の履修方法，卒業の要件

等に関し必要な事項については，新潟大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」という。）に定

めるもののほか，この規程の定めるところによる。 
 （本学部の教育研究の目的） 
第１条の２ 本学部は，数学と自然科学の基礎研究に基づき，基礎的な専門知識と深い教養を備え，課

題探求能力と総合的判断力及び国際性，社会性を身につけた人材を育成することを目的とする。 
 （学科） 
第２条 本学部に，次に掲げる学科を置く。 
 数学科 
 物理学科 
 化学科 
 生物学科 
 地質科学科 
 自然環境科学科 
 （教育課程） 
第３条 本学部の教育課程は，教養教育に関する授業科目及び専門教育に関する授業科目により編成す

るものとする。 
２ 専門教育に関する授業科目は，必修科目，選択必修科目及び選択科目に分ける。 
 （履修方法） 
第４条 学生は，別表第１の定めるところにより，教養教育に関する授業科目及び専門教育に関する授

業科目について，124単位以上を修得しなければならない。 
２ 別表第１に規定する教養教育に関する授業科目の科目区分等及びその科目区分等に基づく授業科

目は，新潟大学における授業科目の区分等に関する規則（平成16年規則第38号。以下「授業科目の区

分等規則」という。）の定めるところによる。 
３ 外国人留学生等が，授業科目の区分等規則別表に規定する科目区分の留学生基本科目に属する授業

科目を履修し，その単位を修得したときは，日本語の授業科目については４単位までを英語又は初修

外国語に属する一つの外国語の授業科目の単位に，日本事情の授業科目については４単位までを自然

科学又は人文社会・教育科学に属する授業科目の単位に代えることができる。 
４ 別表第１に規定する各学科において履修すべき専門教育に関する授業科目及びその単位数は，別表

第２に定めるところによる。 
 （履修手続） 
第５条 学生は，学期の始めに履修しようとする授業科目を選択し，その授業科目の担当教員の承認を

得なければならない。 
２ 学生が各学期に履修科目として登録することができる単位数の上限は，別に定める。 
 （追試験） 
第６条 病気その他やむを得ない理由により試験を受けることができない学生については，本人の願い

出により，追試験を行うことができる。 
２ 前項の追試験の願い出，評価等については，別に定める。 
 （再試験） 
第７条 教養教育に関する授業科目及び専門教育に関する授業科目について，卒年次学生で１科目（外

国人留学生等である場合は２科目）不合格のため，卒業できない学生については，本人の願い出によ

り，再試験を行うことができる。 
 （教員の免許状） 
第８条 本学部において，取得することができる教員の免許状の種類及び免許教科は，次の表に掲げる

平成 16 年 4 月 1 日

理 規 程 第 １ 号
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とおりとする。 
 

学科 教員の免許状の種類（免許教科） 

数学科 中学校教諭一種免許状（数学） 
高等学校教諭一種免許状（数学，情報） 

物理学科 
化学科 
生物学科 
地質科学科 
自然環境科学科 

中学校教諭一種免許状（理科） 
高等学校教諭一種免許状（理科） 

 （卒業） 
第９条 本学部に通算４年以上在学し，かつ，第４条第１項に規定する所定の単位を修得した学生の卒

業の認定は，教授会の議を経て，学長が行う。 
 （編入学及び再入学） 
第１０条 学則第６２条第１項及び第２項並びに第６３条の規定による編入学又は再入学を志願する

者に対する選考については，別に定める。 
２ 前項の規定により入学を許可された者の既に修得した単位の取扱い及び在学期間の通算の認定に

ついては，教授会が行う。 
 （転部及び転入学） 
第１１条 学則第６４条の規定による転部又は転入学を志願する者に対する選考については，別に定め

る。 
２ 前項の規定により転部又は転入学を許可された者の既に修得した単位の取扱い及び在学期間の通

算の認定については，教授会が行う。 
 （転科） 
第１２条 本学部の学生で他の学科に転科を願い出る者に対する選考については，別に定める。 
 （雑則） 
第１３条 この規程に定めるもののほか必要な事項は，教授会が別に定める。 

附 則 
１ この規程は，平成 17 年４月１日から施行する。 
２ 平成 16 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。た

だし，現に在籍する学生が別表第２の３自然科学（1）各学科共通の表に規定する授業科目中，「科学・

技術と社会」を，現に数学科に在籍する学生が別表第２の３自然科学（2）数学科の表に規定する授

業科目中「数学英語」，「基礎ゼミⅠ」，「基礎ゼミⅡ」，「基礎ゼミⅢ」，「基礎ゼミⅣ」，「基礎ゼミⅤ」，

「基礎ゼミⅥ」，「基礎ゼミⅦ」及び「基礎ゼミⅧ」を，現に地質科学科に在籍する学生が別表第２の

３自然科学（6）地質科学科の表に規定する授業科目中「地質構造解析法」，「鉱物結晶学実験」，「地

球化学分析法」，「水質化学分析法」，「海洋生物学実験」，「古無脊椎動物学実験」及び「応用地質学実

習」を履修し，卒業に必要な単位とすることができる。 
３ 平成 16 年度以前に入学した学生の再試験の取扱いについては，第７条の規定を適用する。 

附 則 
１ この規程は，平成 18 年４月１日から施行する。 
２ 平成 17 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。 

附 則 
１ この規程は，平成 19 年４月１日から施行する。 
２ 平成 18 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。 
   附 則 
１ この規程は，平成 20 年４月１日から施行する。 
２ 平成 19 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。た

だし，施行の日に現に自然環境科学科に在籍する学生は，別表第２に規定する授業科目のうち「海洋

学」を履修し，卒業に必要な単位とすることができる。 
   附 則 
１ この規程は，平成 21 年４月１日から施行する。 
２ 平成 20 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。 
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   附 則 
１ この規程は，平成 22 年４月１日から施行する。 
２ 平成 21 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。 
   附 則 
１ この規程は，平成 23 年４月１日から施行する。 

２ 平成 22 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。た

だし，施行の日に現に自然環境科学科に在籍する学生は，改正後の別表第２に規定する授業科目のう

ち「環境気象学」を履修し，卒業に必要な単位とすることができる。 
   附 則 
１ この規程は，平成 24 年４月１日から施行する。 

２ 平成 23 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。た

だし，施行の日に現に在籍する学生は，改正後の別表第２に規定する授業科目のうち「海外英語研修」

及び「海外研修」を履修し，卒業に必要な単位とすることができる。 
   附 則 
１ この規程は，平成 25 年４月１日から施行する。 
２ 平成 24 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。た

だし，施行の日に現に化学科に在籍する学生は，改正後の別表第２に規定する授業科目のうち「溶液

化学演習」を，自然環境科学科に在籍する学生は，同表に規定する授業科目のうち「物質科学Ｃ」を

履修し，卒業に必要な単位とすることができる。 
   附 則 
１ この規程は，平成 27 年４月１日から施行する。 
２ 平成 26 年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお，従前の例による。 
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別表第2　（第4条関係）

専門科目及び単位数

１　大学学習法

区分 科　　　目 単位 区分 科　　　目 単位

ス タ デ ィ ・ ス キ ル ズ
（ 数 学 ・ 情 報 学 習 法 ）

2 生 命 科 学 へ の 招 待
（ 生 物 学 学 習 法 ）

2

現 代 物 理 学 へ の 招 待
（ 物 理 学 学 習 法 ）

2 ス タ デ ィ ・ ス キ ル ズ
（ 地 質 科 学 学 習 法 ）

2

ス タ デ ィ ・ ス キ ル ズ
（ 化 学 学 習 法 ）

2
環境科学スタディ・スキルズ 2

備考：　所属学科の科目１科目２単位必修。

２　自然系共通専門基礎

区分 科　　　目 単位 区分 科　　　目 単位

数 学 基 礎 Ａ 2 化 学 基 礎 Ａ 2

数 学 基 礎 Ｂ 2 化 学 基 礎 Ｂ 2

統 計 学 基 礎 2 化 学 基 礎 Ｃ 2

物 理 学 入 門 2 生 物 学 基 礎 Ａ 2

物 理 学 基 礎 Ａ Ⅰ 2 生 物 学 基 礎 Ｂ 2

物 理 学 基 礎 Ａ Ⅱ 2 地 学 基 礎 Ａ 2

物 理 学 基 礎 Ｂ Ⅰ 2 地 学 基 礎 Ｂ 2

物 理 学 基 礎 Ｂ Ⅱ 2 地 学 基 礎 Ｃ 2

物 理 学 基 礎 Ｃ Ⅰ 2

物 理 学 基 礎 Ｃ Ⅱ 2

物 理 学 基 礎 Ｄ 2

備考：　別表１で学科毎に規定された単位数を修得する。

３　自然科学　

（１）各学科共通

区分 科　　　目 単位 区分 科　　　目 単位

科 学 史 2 インターンシップ特別実習a 1

新 素 材 の 物 性 2 インターンシップ特別実習b 2

科 学 ・ 技 術 と 社 会 2 グリーンケミストリー概説 1

安 全 教 育 1 海 外 英 語 研 修 4

海 外 研 修
１又は２

（※プログラム毎に
別に定める。）

とする。

備考：　自然環境科学科において選択必修として履修できる科目は,「科学史」及び「科学・技術と社会」

選
択
科
目

選
択
必
修
又
は

選
択
科
目

選
択
必
修
又
は

必
修
科
目

必
修
科
目

必
修
又
は
選
択
科
目

必
修
又
は
選
択
科
目
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（２）数学科

区分 科　　　　目 単位 区分 科　　　　目 単位

微 分 積 分 学 Ⅰ 2 実 解 析 学 4

微 分 積 分 学 Ⅱ 2 複 素 解 析 学 Ⅰ 2

微 分 積 分 学 Ⅲ 4 複 素 解 析 学 Ⅱ 2

線 形 代 数 Ⅰ 2 関 数 解 析 学 2

線 形 代 数 Ⅱ 2 代 数 系 Ⅰ 2

線 形 代 数 Ⅲ 4 代 数 系 Ⅱ 2

数 学 講 究 8 幾 何 学 Ⅰ 4

数 理 基 礎 演 習 Ⅰ 2 幾 何 学 Ⅱ 2

数 理 基 礎 演 習 Ⅱ 2 ト ポ ロ ジ ー 2

集 合 と 位 相 入 門 2 確 率 論 2

数 理 解 析 特 別 講 義 Ⅰ 2 情 報 管 理 学 2

数 理 解 析 特 別 講 義 Ⅱ 2 情 報 統 計 学 2

構 造 数 理 特 別 講 義 Ⅰ 2 情 報 産 業 論 2

構 造 数 理 特 別 講 義 Ⅱ 2 情 報 社 会 論 2

情 報 数 理 特 別 講 義 Ⅰ 2 計 算 シ ス テ ム 実 習 1

情 報 数 理 特 別 講 義 Ⅱ 2 デ ジ タ ル 表 現 論 2

計 算 機 概 論 2 デ ジ タ ル 表 現 実 習 1

計 算 機 概 論 実 習 1 ネ ッ ト ワ ー ク 実 習 1

代 数 入 門 4 知 能 シ ス テ ム 論 2

微 分 方 程 式 論 2 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 2

位 相 空 間 論 2 基 礎 ゼ ミ Ⅱ 2

情 報 基 礎 数 学 Ⅰ 2 基 礎 ゼ ミ Ⅲ 2

情 報 基 礎 数 学 Ⅱ 2 基 礎 ゼ ミ Ⅳ 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 概 論 2 基 礎 ゼ ミ Ⅴ 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 2 基 礎 ゼ ミ Ⅵ 2

計 算 シ ス テ ム 2 基 礎 ゼ ミ Ⅶ 2

グラフとネットワーク理論 2 基 礎 ゼ ミ Ⅷ 2

情 報 計 画 シ ス テ ム Ⅰ 2 数 値 解 析 2

情 報 計 画 シ ス テ ム Ⅱ 2 数 学 英 語 2

必
　
修
　
科
　
目

選
　
　
　
　
択
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

選
択
必
修
科
目

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目
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（３）　物理学科

区分 科　　　　目 単位 区分 科　　　　目 単位

基 礎 物 理 学 演 習 Ⅰ 2 振 動 ・ 波 動 2

基 礎 物 理 学 演 習 Ⅱ 2 量 子 力 学 序 論 2

初 等 物 理 学 実 験 2 現 代 物 理 学 2

基 礎 ベ ク ト ル 解 析 2 物 理 学 基 礎 ゼ ミ 2

解 析 力 学 2 電 気 力 学 2

電 磁 気 学 a 2 流 体 物 理 学 2

電 磁 気 学 b 2 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2

熱 力 学 2 計 測 学 2

物 理 数 学 Ⅰ 2 計 算 物 理 学 2

物 理 数 学 Ⅱ 2 特 殊 相 対 論 2

物 理 数 学 Ⅲ 2 一 般 相 対 論 2

量 子 力 学 Ⅰ 2 量 子 力 学 Ⅲ 2

量 子 力 学 Ⅱ 2 統 計 力 学 Ⅲ 2

統 計 力 学 Ⅰ 2 原 子 核 物 理 学 Ⅰ 2

統 計 力 学 Ⅱ 2 原 子 核 物 理 学 Ⅱ 2

物 理 学 実 験 a 4 物 性 物 理 学 Ⅰ 2

物 理 学 実 験 b 4 物 性 物 理 学 Ⅱ 2

課 題 研 究 a 4 原 子 分 子 論 2

課 題 研 究 b 4 素 粒 子 物 理 学 Ⅰ 2

物 理 学 演 習 2 素 粒 子 物 理 学 Ⅱ 2

電 磁 気 学 演 習 2 宇 宙 物 理 学 2

物 理 数 学 演 習 Ⅰ 2 物 理 学 特 論 Ⅰ 1

物 理 数 学 演 習 Ⅱ 2 物 理 学 特 論 Ⅱ 1

量 子 力 学 演 習 Ⅰ 2 物 理 学 特 論 Ⅲ 1

量 子 力 学 演 習 Ⅱ 2 物 理 学 特 論 Ⅳ 1

統 計 力 学 演 習 Ⅰ 2 物 理 学 特 論 Ⅴ 1

統 計 力 学 演 習 Ⅱ 2 物 理 学 特 論 Ⅵ 1

計 算 物 理 学 演 習 2

必
　
修
　
科
　
目 選

　
　
択
　
　
科
　
　
目

選
択
必
修
科
目
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（４）　化学科

区分 科　　　　目 単位 区分 科　　　　目 単位

分 析 化 学 Ⅰ 2 分 析 化 学 Ⅱ 2

無 機 化 学 Ⅰ 2 錯 体 化 学 2

無 機 化 学 Ⅱ 2 無 機 化 学 Ⅲ 2

有 機 化 学 Ⅰ 2 放 射 化 学 2

有 機 化 学 Ⅱ 2 有 機 化 学 Ⅲ 2

化 学 熱 力 学 2 構 造 有 機 化 学 2

化 学 統 計 力 学 Ⅰ 2 反 応 有 機 化 学 2

量 子 化 学 Ⅰ 2 量 子 化 学 Ⅱ 2

生 体 分 子 化 学 Ⅰ 2 化 学 反 応 論 2

化 学 実 験 Ⅰ 2 化 学 統 計 力 学 Ⅱ 2

化 学 実 験 Ⅱ 2 生 体 分 子 化 学 Ⅱ 2

分 析 化 学 実 験 2 生 体 分 子 化 学 Ⅲ 2

無 機 化 学 実 験 2 基 礎 機 器 分 析 2

有 機 化 学 実 験 2 有 機 機 器 分 析 2

物 理 化 学 実 験 2 化 学 英 語 2

生 化 学 実 験 2 化 学 コ ロ キ ュ ウ ム 1

課 題 研 究 10 化 学 特 論 Ⅰ 1

分 析 化 学 演 習 4 化 学 特 論 Ⅱ 1

無 機 化 学 演 習 4 化 学 特 論 Ⅲ 1

有 機 化 学 演 習 4 化 学 特 論 Ⅳ 1

物 理 化 学 演 習 4

量 子 化 学 演 習 4

生 化 学 演 習 4

溶 液 化 学 演 習 4

必
　
修
　
科
　
目

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

選
択
必
修
科
目
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（５）　生物学科

区分 科　　　　目 単位 区分 科　　　　目 単位

基 礎 植 物 学 2 遺 伝 学 2

基 礎 生 物 化 学 2 系 統 動 物 学 2

基 礎 細 胞 生 物 学 2 発 生 生 物 学 Ⅰ 2

基 礎 細 胞 遺 伝 学 2 発 生 生 物 学 Ⅱ 2

生 物 英 語 Ⅰ 2 植 物 生 理 学 Ⅰ 2

基 礎 生 物 科 学 実 習 Ⅰ 2 植 物 生 理 学 Ⅱ 2

基 礎 生 物 科 学 実 習 Ⅱ 2 植 物 生 理 学 Ⅲ 2

生 物 学 総 合 演 習 2 生 物 英 語 Ⅱ 2

課 題 研 究 Ⅰ 8 生 物 学 基 礎 演 習 1

課 題 研 究 Ⅱ 4 分 子 生 物 学 演 習 4

生 体 分 子 機 能 学 実 習 2 細 胞 生 物 学 演 習 4

動 物 分 子 生 理 学 実 習 2 発 生 生 物 学 演 習 4

細 胞 ・ 遺 伝 学 実 習 2 植 物 生 理 学 演 習 4

植 物 生 理 学 実 習 2 内 分 泌 学 演 習 4

動 物 形 態 発 生 学 実 習 2 生 物 化 学 演 習 4

臨 海 実 習 Ⅰ 2 生 物 学 特 論 Ⅰ 1

生 物 学 特 論 Ⅱ 1

生 物 学 特 論 Ⅲ 1

生 物 学 特 論 Ⅳ 1

分 子 生 物 学 2 生 物 学 特 論 Ⅴ 1

生命科学のための基礎化学 2 生 物 学 特 論 Ⅵ 1

生 物 化 学 Ⅰ 2 適 応 生 物 学 2

生 物 化 学 Ⅱ 2 多 様 性 生 物 学 Ａ 2

細 胞 生 物 学 Ⅰ 2 機 能 形 態 学 Ａ 2

細 胞 生 物 学 Ⅱ 2 進 化 生 物 学 2

生 体 情 報 学 2 環 境 生 物 学 野 外 実 習 Ａ 1

動 物 生 理 学 Ⅰ 2

動 物 生 理 学 Ⅱ 2

動 物 生 理 学 Ⅲ 2

備考： 1.

2.

選択必修科目の課題研究については課題研究Ⅰ又は課題研究Ⅱのいずれか１科目を履修し修
得すること。この場合において，課題研究Ⅱを履修することができる者は，理学部長が別に
定める。

選択必修科目の実習科目については８単位以上を修得すること。

選
　
　
　
　
択
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

選
択
必
修
科
目

単位互換協定に基づき修得
した他大学開設の臨海実習
関係科目

当該科目に
ついて定め
られている
単位数
(2単位まで)

選
　
択
　
科
　
目

必
修
科
目
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（６）　地質科学科

区分 科　　　　目 単位 区分 科　　　　目 単位

地 質 調 査 法 基 礎 Ⅰ 1 古 生 物 学 Ｂ 2

地 質 調 査 法 基 礎 Ⅱ 1 地 層 学 Ｂ 2

地 質 調 査 法 Ⅰ 2 環 境 地 質 学 Ａ 2

地 質 調 査 法 Ⅱ 2 環 境 地 質 学 Ｂ 2

地 質 調 査 法 実 習 Ⅰ 1 鉱 物 学 Ｂ 2

地 質 調 査 法 実 習 Ⅱ 1 地 球 物 理 学 2

古 生 物 学 Ａ 2 土 木 地 質 学 1

地 層 学 Ａ 2 石 油 地 質 学 1

地 史 学 原 理 2 地 球 科 学 特 別 講 義 Ⅰ 1

地 史 学 Ａ 2 地 球 科 学 特 別 講 義 Ⅱ 1

地 史 学 Ｂ 2 地 球 科 学 特 別 講 義 Ⅲ 1

テ ク ト ニ ク ス 2 地 球 科 学 特 別 講 義 Ⅳ 1

構 造 地 質 学 2 資 源 ・ 環 境 地 質 学 2

岩 石 学 Ａ 2 地 球 化 学 分 析 法 1

岩 石 学 Ｂ 2 水 質 化 学 分 析 法 1

岩 石 学 実 験 Ⅰ 1 地 質 構 造 解 析 法 1

鉱 物 学 Ａ 2 第 四 紀 環 境 学 2

鉱 物 結 晶 学 実 験 1 東 ア ジ ア の 地 質 形 成 史 2

コミュニケーション実習 1 古 生 物 学 実 験 1

地 学 英 語 1 海 洋 地 質 学 2

セ ミ ナ ー 2 固 体 地 球 化 学 2

野 外 実 習 基 礎 1 環 境 地 質 学 実 習 1

野 外 実 習 Ⅰ 1 応 用 地 質 学 実 習 1

野 外 実 習 Ⅱ 2 海 洋 生 物 学 実 験 1

野 外 実 習 Ⅲ 4 古 無 脊 椎 動 物 学 実 験 1

課 題 研 究 10 岩 石 学 実 験 Ⅱ 1

必
　
　
　
　
修
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

選
　
　
　
　
択
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目
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（７）　自然環境科学科

区分 科　　　　目 単位 区分 科　　　　目 単位

自 然 環 境 科 学 概 論 Ａ 2 進 化 生 物 学 2

自 然 環 境 科 学 概 論 Ｂ 2 適 応 生 物 学 2

自 然 環 境 科 学 概 論 Ｃ 2 環 境 分 析 化 学 2

基 礎 地 学 実 験 2 物 質 反 応 化 学 2

基 礎 物 理 学 実 験 2 物 質 科 学 Ａ 2

基 礎 生 物 学 実 験 2 物 質 科 学 Ｂ 2

基 礎 化 学 実 験 2 物 質 科 学 Ｃ 2

環 境 経 済 シ ス テ ム 論 Ⅰ 2 基 礎 量 子 力 学 2

環 境 政 策 論 2 地 球 流 体 力 学 2

自 然 環 境 科 学 実 験 Ａ 4 地 球 環 境 化 学 2

自 然 環 境 科 学 実 験 Ｂ 4 エ ネ ル ギ ー 物 質 科 学 2

自 然 環 境 科 学 実 験 Ｃ 4 環 境 汚 染 論 2

課 題 研 究 Ａ 10 自 然 科 学 実 験 法 2

課 題 研 究 Ｂ 10 古 環 境 学 2

課 題 研 究 Ｃ 10 環 境 気 象 学 2

地 圏 環 境 変 動 論 2 自 然 環 境 科 学 特 論 Ａ 1

地 形 学 2 自 然 環 境 科 学 特 論 Ｂ 1

気 候 シ ス テ ム 論 2 自 然 環 境 科 学 特 論 Ｃ 1

高 層 大 気 科 学 2 自 然 環 境 科 学 特 論 Ｄ 1

地 形 情 報 科 学 2 基 礎 数 理 演 習 Ⅰ 2

生 態 学 2 基 礎 数 理 演 習 Ⅱ 2

機 能 形 態 学 Ａ 2 環 境 生 物 学 演 習 2

機 能 形 態 学 Ｂ 2 環 境 地 質 学 野 外 実 習 1

多 様 性 生 物 学 Ａ 2 環 境 生 物 学 野 外 実 習 Ａ 1

多 様 性 生 物 学 Ｂ 2 環 境 生 物 学 野 外 実 習 Ｂ 1

多 様 性 生 物 学 Ｃ 2 環 境 生 物 学 野 外 実 習 Ｃ 1

保 全 生 物 学 2

選
択
必
修
科
目

必
修
科
目

選
　
　
　
　
択
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目
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３. 新潟大学における授業科目の区分等に関する規則 
 

 （趣旨） 

第１条 この規則は，新潟大学学則（平成 16 年学則第１号）第 48 条の規定に基づき，新潟大学（以下

「本学」という。）の学士課程教育における授業科目の区分，履修方法等に関し必要な事項を定める

ものとする。 

 （授業科目の区分） 

第２条 本学の授業科目は，別表のとおり区分する。 

２ 各年度において開設する授業科目は，教育・学生支援機構（以下「機構」という。）が公示する授

業科目開設一覧の定めるところによる。 

３ 授業科目には，学生の体系的な履修に資するため，学問分野及び水準を示すコードを付すものとす

る。 

４ 前項のコードは，機構において定めるものとする。 

 （授業科目の開講方式等） 

第３条 授業科目は，原則として半年学期制により開講する。 

 （授業科目の履修） 

第４条 学生は，所属する学部が定める教育課程に基づき，機構が公示する授業科目を履修するものと

する。 

 （授業科目の聴講の受付及び承認） 

第５条 授業科目の聴講の受付及び承認は，その授業科目の担当教員が行う。 

２ 前項の聴講の受付及び承認は，各学期の授業開始後３週間以内に行うものとする。 

 （授業科目の修了の認定） 

第６条 授業科目の修了の認定は，その授業科目の担当教員が行う。 

２ 授業科目の試験等において，不正行為を行った学生に対しては，その者が所属する学部の教授会の

議を経て，学部長が必要な措置を講じるものとする。 

 （授業科目の評価） 

第７条 授業科目の評価は，100 点満点をもって評価し，60 点以上の成績を得た学生を合格，59 点以下

の成績を得た学生を不合格とする。 

２ 前項の成績の評語は，90 点以上の成績を「秀」，89 点から 80 点までの成績を「優」，79 点から 70

点までの成績を「良」，69 点から 60 点までの成績を「可」及び 59 点以下の成績を「不可」とする。 

３ 前項の規定にかかわらず，授業科目の成績において点数をもって評価できない場合は，「認定」又

は「合格」の評語をもって評価することができる。 

 （授業科目の追試験） 

第８条 病気その他やむを得ない理由により試験を受けることができない学生については，別に定める

ところにより，追試験を行うことができる。 

 （授業科目の再試験） 

第９条 授業科目の評価が不合格となった学生で，卒業又は進級できないものがある場合は，別に定め

るところにより，再試験を行うことができる。 

 （雑則） 

第１０条 この規則に定めるもののほか，授業科目の区分，履修方法等に関し必要な事項は，機構又は

各学部が定める。 

   附 則 

１ この規則は，平成 17 年４月１日から施行する。 

２ 新潟大学全学共通科目の履修の基準に関する規則（平成 16 年規則第 32 号）は，廃止する。 

３ 平成 16 年度以前に入学し，現に在学している学生がこの規則により授業科目を履修した場合の全

学共通科目又は教養科目（廃止前の新潟大学全学共通科目の履修の基準に関する規則に基づく全学共

通科目又は教養科目をいう。）への読替えについては，機構において公示する。 

   附 則 

  この規則は，平成 22 年４月１日から施行する。 
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別表(第２条関係) 

授 業 科 目 区 分 表 

 

科目区分 細区分 
英語 英語 
初修外国語 外国語ベーシック 

ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
朝鮮語 
スペイン語 
イタリア語 
外国語スペシャル 
その他 

健康・スポーツ 体育実技 
体育講義 

情報リテラシー 情報リテラシー 
情報処理概論 

新潟大学個性化科目 地域入門 
地域研究 
自由主題 

留学生基本科目 日本語 
日本事情 

大学学習法 大学学習法 
自然系共通専門基礎 数学・統計学 

物理学 
化学 
生物学 
地学 

自然科学 理学 
工学 
農学 

人文社会・教育科学 人文科学 
教育人間科学 
法学 
経済学 

医歯学 医学 
歯学 
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４. 履修の心得 
 

 理学部では,多様化する学生に対応して教育と研究の充実を図っています。専門教育についての基本的

考え方，視点として次の２点が挙げられます。 
 ・学生の多様化に応えるための，４年一貫教育による体系的・段階的な学習。 
 ・社会の要請に応える，幅広い学際的人材育成のための，各専門間の境界領域教育の充実。 
 
 理学部規程は，入学年度の規程が卒業するまで適用されますので，自分の適用規程を確認するときは

入学年度の「履修の手引」を参照してください。 
 
Ⅰ 教養教育に関する授業科目 
 本学部の教育課程は，「教養教育に関する授業科目」及び「専門教育に関する授業科目」により編成

されています。「教養教育に関する授業科目」はその内容等に応じ，英語，初修外国語，健康・スポー

ツ，情報リテラシー，新潟大学個性化科目，人文社会・教育科学，自然科学及び医歯学に区分されてお

り，幅広い教養を身に付けるための授業科目です。 
 なお，他学部の科目及び理学部の所属学科以外の専門科目を修得した場合は，理学部では教養教育に

関する科目とみなされます。 
 履修にあたっては，各学科のガイダンスに従ってください。 
 
� 専門教育に関する授業科目 
 「専門教育に関する授業科目」には，大学学習法，自然系共通専門基礎，自然科学（理学）に区分さ

れた科目があります。それぞれの区分について，必修科目，選択必修科目及び選択科目があり，各学科

が指定した単位を修得しなければなりません。 
 各学科の授業科目及び単位数は，理学部規程別表第２及び講義概要の各年度入学者向け開講科目表を

参照してください。 
 
○ 大学学習法 

 大学教育への導入科目です。 
○ 自然系共通専門基礎 

 自然科学系学部の学生が専門を学ぶ上で基礎となる授業科目です。 
○ 各学科共通科目（総合科目） 

 一定の個別の専門知識を学んだ学生に対して，科学の持つ多面的な側面から自分の専門を見直し，

かつ，総合的判断力を身に付けるための科目です。学科の枠を超えて全学科の協力を得て設けられ

ています。所属学科の科目に偏らず広く履修することが望まれます。 
 
� 理学部規程別表第１（第４�関�）及び別表第２の履修方法 
【教養教育に関する授業科目】 25 単位を修得してください。 
 「英語」，「初修外国語」，「健康・スポーツ」，「情報リテラシー」，「新潟大学個性化科目」，「人文社

会・教育科学」，「自然科学」及び「医歯学」区分の科目は，「新潟大学授業科目開設一覧」の科目の

中から，別表第１の区分毎に規定の単位数を修得してください。 
 ただし，「自然科学」のうち，細区分「理学」に属する科目は，別表第２の３自然科学の各学科共通

科目及び所属学科に記載の科目を除きます。 
 また，必修の体育実技は，「健康スポーツ科学実習Ⅰ」の履修を原則とします。 

【専門教育に関する授業科目】 82 単位を修得してください。 
 理学部規程別表第２から以下に留意して修得してください。 
１．大学学習法 ２単位必修 
所属学科が指定する科目を修得してください。 

２．自然系共通専門基礎 
別表第１で所属学科が各細区分毎に規定する単位数を修得してください。 
主聴講学部・学科が指定されている科目がありますので，履修に際しては注意してください。 

３．自然科学（理学） 

別表第１で各学科が規定する科目・単位数を別表第２を参照の上，修得してください。 
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【自由選択科目】 
 17 単位を「教養教育に関する授業科目」又は「専門教育に関する授業科目」から修得してください。 

 
○ 専門教育に関する授業科目の学科別留意事項 

〔物理学科〕 
 自然系共通専門基礎科目 
  物理学基礎ＡⅠ及び物理学基礎ＡⅡが必修です。 
  なお，物理学基礎ＢⅠ，ＢⅡ，ＣⅠ，ＣⅡ及び物理学入門の単位を修得しても，卒業要件単位と

はなりません。 
 
〔化学科〕 
 自然系共通専門基礎科目 
  化学基礎Ａ及び化学基礎Ｂが必修です。なお，化学基礎Ｃの単位を修得しても，卒業要件単位と

はなりません。 
 
〔地質科学科〕 
自然系共通専門基礎科目 
「数学・統計学」の選択必修科目は，数学基礎Ａ，数学基礎Ｂ又は統計学基礎から２単位の修得が

必要です。 
コースへの所属 
「地質学専修コース」と「地質エンジニアリングコース」があり，３年次進級時にコース分けを行

います。したがって，本学科の３年次以上の学生は，必ずどちらかのコースに所属することになり

ます。それぞれのコースの内容，履修科目等については，別途配布する「地質科学科 教育プログ

ラムの案内」で確認してください。 
 
〔自然環境科学科〕 
自然系共通専門基礎科目 
 細区分毎の必修科目は，数学基礎Ａ，化学基礎Ａ，化学基礎Ｂ，生物学基礎Ａ，生物学基礎Ｂ，

地学基礎Ａの６科目（12 単位）です。 
 また，「数学」の選択必修科目は，数学基礎Ｂまたは統計学基礎から１科目（２単位），「物理学」

の選択必修科目は，物理学基礎ＡⅠまたは物理学基礎ＢⅠから１科目（２単位），および物理学基

礎ＡⅡ，物理学基礎ＢⅡまたは物理学基礎Ｄから１科目（２単位），「地学」の選択必修科目は，地

学基礎Ｂまたは地学基礎Ｃから１科目（２単位）の修得が必要です。 
 

【注意】 
以下の科目の単位を，卒業要件単位（124 単位）に含めることはできません。 
１．教職に関する科目。ただし，数学科では「数学科教育法Ⅰ」,｢数学科教育法Ⅱ｣,｢数学科教育法Ⅲ｣,

｢数学科教育法Ⅳ｣，｢情報科教育法Ⅰ｣及び｢情報科教育法Ⅱ」の単位を，卒業要件単位（専門教

育に関する授業科目）に含めることができます。 
２．教育職員免許状取得のための実験科目 
３．学芸員資格取得のための科目 
４．社会教育主事資格取得のための科目 
５．副専攻に係るＱコード科目及び国際センター開設科目 
６．経済学部夜間主コース学生向け科目 

 
Ⅳ アドバイザー制度 
 理学部では，アドバイザー制度を導入し，きめ細かい履修指導を行っています。授業の履修方法など

で分からないことがあれば，各学科・学年ごとのアドバイザーの先生方に相談できます。 
 
� 履修申請 
 原則として「学務情報システム」（Web ブラウザ）から行います。 
ただし，集中講義等で「聴講票」により履修申請を行う科目がありますので，その都度通知します。 
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� 履修確認 
 原則として「学務情報システム」（Web ブラウザ）から行います。学期ごとに履修科目確認期間があり

ます。後日思わぬ不利益を被ることのないように，必ず確認してください。 
確認期間については，学務情報システム画面若しくは掲示板で確認してください。 

 
� 履修登録科目数の上限設定（キャップ制） 
 履修するそれぞれの科目について十分な予習と復習の時間が必要なため，各学期あたりに履修できる

授業・演習・実習科目の単位数には上限が設定されています。理学部では，各学期の確定履修科目の単

位数は原則 28 単位を超えることができません。キャップ制を適用する科目は，集中講義科目以外の卒

業要件に含まれる科目です。３年次編入生は，２年間で卒業要件単位を修得できるように，キャップ制

を適用しません。成績優秀な学生および特別な理由のある学生は，申請により，28 単位を超えて履修す

ることが認められることがあります。 
 
Ⅷ 進級 
 各年次へ進級できる要件は，各学科で個別に定めています。 
 
� 試験時における注意事� 
 受験に当たっては，不正行為のないよう厳正な態度で臨んでください。 
試験における不正行為により懲戒処分を受けた学生に対しては，不正行為を行った科目は不合格（０

点）とし，それ以外の当該学期の履修登録科目は，すべて履修取消とします。 
 
� 追試験について 
 理学部規程第６条に定める追試験を願い出る場合は，受験できなかった授業科目の試験実施の日から

４日以内（インフルエンザの場合は７日以内）に，次に掲げる「事実を証明できる書類」と「追試験願」

を，理学部学務係に提出してください。申請用の「追試験願」は学務係にあります。追試験を受けるに

は，学務係にて追試験資格の有無の確認を受け，追試験科目担当教員の承認を得なければなりません。

上記日数内に申し出ることができない場合は，理学部学務係に相談することができます。 
（1）病気の場合 医師の診断書 

（2）事故の場合 事実を証明できる書類 

（3）その他の事実を証明できる書類（理学部学務係及び追試験科目担当教員が妥当と認めた事由に限る） 

 
XI 成績と GPA 
 履修登録した授業科目の成績は，その科目毎に下記の評価基準に基づいた点数で評価します。 
 また，併せて履修登録した全授業科目について，１単位当たりの成績の平均値（GPA）を算出します。 
GPA は学期毎に算出し，入学後の全ての学期において履修登録した授業科目について，累積 GPA を算

出します。 

 累積 GPA と全履修単位数は，学生の勉学に関する“質の高さ”と“意欲の旺盛さ”を端的に表してい

ると見ることができます。 

 GPA は大学が責任をもって学生に教育を行い，社会に送り出すために，最低限の質の保証として導入

されたもので，授業の履修については「厳格な成績評価及び修了認定」をするため，学生の皆さんには

自己責任や自己管理についての注意が求められます。 
 
【注意】 

 取消手続きを行わずに放棄した授業科目，試験等を受けずに成績評価を受けられなかった授業科目が

あると，その成績表示は「---」となり，累積 GPA が下がることになります。 

 

○成績評価基準 
100～90 点(秀) 授業科目の目標を超えている。 

 89～80 点(優) 授業科目の目標に十分達している。 

 79～70 点(良) 授業科目の目標から考えると一定の水準に達している。 

 69～60 点(可) 授業科目の目標から考えると最低限を満たしている。 

 59 点以下（不可） 授業科目の目標に達していない。 
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○GPA 計算 

100 点満点で評価された各授業科目のグレード・ポイント（GP）は，次の計算式で算出されます。 

GP ＝  
10

50-評価  

ただし，59 点以下の場合は 0となります。 

 

GPA は，次の計算式で算出されます。 

GPA ＝  
目の単位数の総和履修登録した各授業科

｝の総和科目の単位数｛履修登録した各授業 GP
 

累積 GPA は，次の計算式で算出されます。 

累積 GPA＝  
数の総和した各授業科目の単位入学時以降に履修登録

｝の総和数得た各授業科目の単位｛入学時以降に評価を GP
 

 

＜例＞ 85 点の場合，GP = (85-50)/10 ＝ 3.5 となります。 
 
X� 再履修について 
 単位修得済みの科目について，同一科目を再度履修することができます。 
 ただし、卒業要件単位には 1 科目分の単位しか認められません。 
 ※再履修できない科目（実験・実習科目他）もありますので、履修申請の際には注意してください。 
 
X� 席次 
 各学科における学年毎の席次は，取得単位数及び累積 GPA 等により総合的に決定するものとし，その

基準は，学科毎に定めています。 
 
XIV 保護者への成績通知 
 本学部では，学生の学修成績を保護者に通知しています。 
送付に際し，特殊事情や送付先の変更を希望する等の場合は，各学科学務委員に申し出てください。 

 
XV 身上異動 
 改氏名，保護者の変更，保護者の住所変更等の身上異動があった場合は，速やかに理学部長に届け出

なければなりません。届出用紙は，理学部学務係にあります。 
 
XVI 学生連絡先 
 緊急に連絡を要する場合，大学から連絡先（住所）へ電話等をすることがあります。 
入学時に連絡先届を提出するとともに「学務情報システム」にも現住所及び電話番号を必ず登録して

ください。連絡先に変更があった場合は，理学部学務係に届け出るとともに登録内容の更新を行ってく

ださい。 
 ※届出がない場合には，不利益を被ることがあります。 
 
XⅦ その他 
１ 転部・転科 
転部・転科を希望する場合は，所属学科長及び所属学科学務委員に申し出てください。 
各申請用紙は，理学部学務係にあります。 
（理学部への転部及び転科志願書類の受付期間は 12 月 1 日から 12 月 10 日（平日のみ）です。） 

 
２ 休学・退学 
保護者と相談の上，所属学科学務委員に申し出てください。 
各申請用紙は，理学部学務係にあります。 
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３ 長期欠席 
病気等で欠席しなければならない期間が２週間を超える場合は，長期欠席届（病気の場合は医師の診

断書を添付）を提出してください。届出用紙は，理学部学務係にあります。 
 
４ 海外旅行届 
海外旅行を行う場合は，学務係に「海外旅行計画書」（理学部学務係にあります）を提出してくださ

い。 
 
５ 掲示板 
学生への連絡事項は，すべて掲示により周知しますので，１日１回は学務係掲示板及び所属学科掲示

板を見てください。 
掲示を見なかったことによる不利益は自分で被らなければなりません。 
また，学務情報システムの「連絡通知」も１日１回は確認し，携帯電話からメールシステムが利用で

きますので活用してください。 
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５. 教育職員免許状の取得について 
 
 理学部において取得することができる免許状の種類及び免許教科は，次のとおりです。 
 

区分 免許状の種類 免許教科 

理学部 
中学校教諭一種免許状 数学，理科 

高等学校教諭一種免許状 数学，情報 
理科 

 
 ※新潟大学大学院自然科学研究科博士前期課程に進学すると，専修免許状の取得が可能です。 
 
 教育職員免許状取得に必要な資格 

所用資格 
 
免許状の種類 

基礎資格 

大学において修得することを 
必要とする科目の最低修得単位数 

教科に関する科目 教職に関する科目 教科又は教職に 
関する科目 

中学校教諭一種免許状 学士の学位を有

すること 
20 31※ 8 

高等学校教諭一種免許状 20 23※ 16 

 
※ 上記の表にかかわらず，本学のカリキュラム上，教員免許取得のためには 25 ページに示す「教職

に関する科目」の単位の履修が必要ですので注意してください。 
（中学校教諭免許状は 32 単位，高校教諭免許状は 24 単位が必要です。） 

 

免許状取得には，「教科に関する科目」，「教職に関する科目」の他に「一般教育科目」（教育職員免許

法施行規則第 66 条の 6に定める科目）の単位の修得が必要です。 

 中学校教諭免許状取得には，�に「��等の体�」が必要です。 

 

 一般教育科目（教育職員免許法施行規則第 66 条の 6に定める科目） 

科目 
単
位
数

開設授業科目 

単位数

履修方法 必

修

選

択

日本国憲法 2  

日本国憲法Ａ 

日本国憲法Ｂ 

日本国憲法Ｃ 

日本国憲法Ｄ 

 

2

2

2

2

※左記授業科目のうちから 
いずれか 2 単位修得のこと 

体育 2 
 

○

健康スポーツ科学実習Ⅰ 

健康スポーツ科学講義 

1

 

 

2
 

外国語コミュニ

ケーション 
2  

アカデミック英語（リーディング）

アカデミック英語（リスニング） 

アカデミック英語（ライティング）

基礎英語 

理工英語読解 

 

 

 

 

 

1

1

1

1

1

※左記授業科目のうちから 
いずれか 2 単位修得のこと 

情報機器の操作 2  

情報処理概論Ａ* 

情報処理概論Ｃ* 

情報機器操作入門 

UNIX リテラシー演習 

 

2

2

2

2

※左記授業科目のうちから 
いずれか 2 単位修得のこと 

○印：免許状取得上の必修科目を示す。 
＊印：情報処理概論Ａについては，ＡⅠまたはＡⅡのどちらかを履修してください。 

     情報処理概論Ｃについては，開設されない年度があります。 
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 教科に関する科目，教科又は教職に関する科目（免許法施行規則に定める科目） 

 
中学校一種免許状 高等学校一種免許状 

教科に関する科目 
教科又は教職 

に関する科目 
教科に関する科目 

教科又は教職 

に関する科目 

数

学 

代数学 

幾何学 

解析学 

「確率論，統計学」 

コンピュータ 

 

◎上記の科目についてそ

れぞれ１単位以上 

最低履修単位を超えて修

得した 

「教科に関する科目」 

又は 

「教職に関する科目」 

代数学 

幾何学 

解析学 

「確率論，統計学」 

コンピュータ 

 

◎上記の科目について 

それぞれ１単位以上 

最低履修単位を超えて修

得した 

「教科に関する科目」 

又は 

「教職に関する科目」 

計 20 単位 計 8単位以上 計 20 単位 計 16 単位以上

情

報 

  情報社会及び情報倫理 

（実習を含む。） 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ及び情報処理 

（実習を含む。） 

情報システム 

（実習を含む。） 

情報通信ネットワーク 

（実習を含む。） 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ表現及び技術 

（実習を含む。） 

情報と職業 

 

◎上記の科目について 

それぞれ１単位以上 

最低履修単位を超えて修

得した 

「教科に関する科目」 

又は 

「教職に関する科目」 

  計 20 単位 計 16 単位以上

理

科 

物理学 

物理学実験 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む） 

化学 

化学実験 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む） 

生物学 

生物学実験 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む） 

地学 

地学実験 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む） 

 

◎上記の科目について 

それぞれ１単位以上 

 

最低履修単位を超えて修

得した 

「教科に関する科目」 

又は 

「教職に関する科目」 

物理学 

化学 

生物学 

地学 

 

◎上記の科目について 

それぞれ１単位以上 

 

物理学実験 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む） 

化学実験 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む） 

生物学実験 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む） 

地学実験 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む） 

 

◎上記４実験科目のうち

から１実験科目１単位

以上 

最低履修単位を超えて修

得した 

「教科に関する科目」 

又は 

「教職に関する科目」 

計 20 単位 計 8単位以上 計 20 単位 計 16 単位以上
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教科に関する科目

免許法施行規則に定める科目区分 免許法施行規則に定める科目区分
開設授業科目 必 選 開設授業科目 必 選

代数学 情報社会��情報�理（実習���）
線形代数Ⅰ 2 スタディ・スキルズ（数学・情報学習法） 2
数理基礎演習Ⅱ 2 情報社会論 2
代数入門 4
代数系Ⅰ 2 ���������情報�理（実習���）
代数系Ⅱ 2 プログラミング概論 2

プログラミング演習 2
幾何学 知能システム論 2

線形代数Ⅱ 2 計算機概論 2
線形代数Ⅲ 4 計算機概論実習 1
幾何学Ⅰ 4 情報統計学 2
幾何学Ⅱ 2 計算物理学　　　　（物理学科） 2
トポロジー 2 計算物理学演習　　（物理学科） 2

解析学 情報システム（実習���）
微分積分学Ⅰ 2 計算システム 2
微分積分学Ⅱ 2 計算システム実習 1
微分積分学Ⅲ 4 情報計画システムⅠ 2
集合と位相入門 2 情報計画システムⅡ 2
位相空間論 2 数理基礎演習Ⅰ 2
複素解析学Ⅰ 2
複素解析学Ⅱ 2 情報��ネットワーク（実習���）
関数解析学 2 情報基礎数学Ⅰ 2

グラフとネットワーク理論 2
確率論�統計学 ネットワーク実習 1

実解析学 4
確率論 2 ��������表現����（実習���）
統計学基礎 2 情報基礎数学Ⅱ 2

デジタル表現論 2
�ン���タ デジタル表現実習 1

微分方程式論 2
数値解析 2 情報と�業

情報産業論 2
情報管理学 2

単位

数学科（情報）数学科（数学）

単位
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免許法施行規則に定める科目区分 免許法施行規則に定める科目区分 免許法施行規則に定める科目区分
開設授業科目 必 選 開設授業科目 必 選 開設授業科目 必 選

物理学 物理学 物理学
物理学基礎ＡⅠ 2 物理学入門 2 物理学入門 2
物理学基礎ＡⅡ 2 物理学基礎ＡⅠ 2 物理学基礎ＡⅠ 2
物理学基礎Ｄ 2 物理学基礎ＡⅡ 2 物理学基礎ＡⅡ 2
基礎ベクトル解析 2 物理学基礎ＢⅠ 2 物理学基礎ＢⅠ 2
解析力学 2 物理学基礎ＢⅡ 2 物理学基礎ＢⅡ 2
電磁気学ａ 2 物理学基礎Ｄ 2 物理学基礎Ｄ 2
電磁気学ｂ 2
熱力学 2 物理学実験（����������） 物理学実験（����������）
物理数学Ⅰ 2 ○ 物理化学実験 2 ○ 物理学実験 1
物理数学Ⅱ 2
物理数学Ⅲ 2 化学 化学
物理数学演習Ⅰ 2 化学基礎Ａ 2 化学基礎Ａ 2
量子力学Ⅰ 2 化学基礎Ｂ 2 化学基礎Ｂ 2
量子力学Ⅱ 2 化学基礎Ｃ 2 化学基礎Ｃ 2
量子力学Ⅲ 2 分析化学Ⅰ 2 基礎生物化学 2
統計力学Ⅰ 2 分析化学Ⅱ 2 生命科学のための基礎化学 2
統計力学Ⅱ 2 無機化学Ⅰ 2 生物化学Ⅰ 2
統計力学Ⅲ 2 無機化学Ⅱ 2
物理学演習 2 錯体化学 2 化学実験（����������）
物理数学演習Ⅱ 2 無機化学Ⅲ 2 ○ 生体分子機能学実習 2
電磁気学演習 2 放射化学 2
振動・波動 2 有機化学Ⅰ 2 生物学
電気力学 2 有機化学Ⅱ 2 生物学基礎Ａ 2
流体物理学 2 有機化学Ⅲ 2 生物学基礎Ｂ 2
エレクトロニクス 2 構造有機化学 2 分子生物学 2
計測学 2 反応有機化学 2 生物化学Ⅱ 2
現代物理学 2 化学熱力学 2 細胞生物学Ⅰ 2
特殊相対論 2 化学統計力学Ⅰ 2 細胞生物学Ⅱ 2
一般相対論 2 量子化学Ⅰ 2 生体情報学 2
原子核物理学Ⅰ 2 量子化学Ⅱ 2 動物生理学Ⅰ 2
原子核物理学Ⅱ 2 化学反応論 2 動物生理学Ⅱ 2
物性物理学Ⅰ 2 化学統計力学Ⅱ 2 動物生理学Ⅲ 2
物性物理学Ⅱ 2 生体分子化学Ⅲ 2 遺伝学 2
物理学基礎ゼミ 2 有機機器分析 2 系統動物学 2
素粒子物理学Ⅰ 2 基礎機器分析 2 発生生物学Ⅰ 2
素粒子物理学Ⅱ 2 発生生物学Ⅱ 2
宇宙物理学 2 化学実験（����������） 植物生理学Ⅰ 2
量子力学序論 2 化学実験Ⅰ 2 植物生理学Ⅱ 2
基礎物理学演習Ⅰ 2 化学実験Ⅱ 2 植物生理学Ⅲ 2
基礎物理学演習Ⅱ 2 無機化学実験 2 基礎細胞生物学 2
量子力学演習Ⅰ 2 有機化学実験 2 基礎細胞遺伝学 2
統計力学演習Ⅰ 2 生物学基礎演習 1
量子力学演習Ⅱ 2 生物学 生物学総合演習 2
統計力学演習Ⅱ 2 生物学基礎Ａ 2

生物学基礎Ｂ 2 生物学実験（����������）
物理学実験（����������） 生体分子化学Ⅰ 2 動物分子生理学実習 2

物理学実験ａ 4 生体分子化学Ⅱ 2 細胞・遺伝学実習 2
物理学実験ｂ 4 動物形態発生学実習 2

生物学実験（����������） 植物生理学実習 2
化学 ○ 生化学実験 2 基礎生物科学実習Ⅰ 2

化学基礎Ａ 2 基礎生物科学実習Ⅱ 2
化学基礎Ｂ 2 地学 臨海実習Ⅰ 2
化学基礎Ｃ 2 地学基礎Ａ 2

地学基礎Ｂ 2 地学
化学実験（����������） 地学基礎Ｃ 2 地学基礎Ａ 2

○ 化学実験 1 地学基礎Ｂ 2
地学実験（����������） 地学基礎Ｃ 2

生物学 ○ 分析化学実験 2
生物学基礎Ａ 2 地学実験（����������）
生物学基礎Ｂ 2 ○ 地学実験 1

生物学実験（����������）
○ 生物学実習 1

地学
地学基礎Ａ 2
地学基礎Ｂ 2
地学基礎Ｃ 2

地学実験（����������）
○ 地学実験 1

○ ：中学校免許必修 ○ ：中学校免許必修 ○ ：中学校免許必修

物理学科（理科） 化学科（理科）

単位 単位

生物学科（理科）

単位
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免許法施行規則に定める科目区分 免許法施行規則に定める科目区分 免許法施行規則に定める科目区分
開設授業科目 必 選 開設授業科目 必 選 開設授業科目 備考

物理学 物理学 物理学実験（コ���ー��用��）
物理学入門 2 物理学入門 2 物理学実験 生物学科向け

物理学基礎ＡⅠ 2 物理学基礎ＡⅠ 2
物理学基礎ＡⅡ 2 物理学基礎ＡⅡ 2 化学実験（コ���ー��用��）
物理学基礎ＢⅠ 2 物理学基礎ＢⅠ 2 化学実験 物理学科向け

物理学基礎ＢⅡ 2 物理学基礎ＢⅡ 2
物理学基礎Ｄ 2 物理学基礎Ｄ 2 生物学実験（コ���ー��用��）

高層大気科学 2 生物学実習 物理学科向け

物理学実験（コ���ー��用��） 基礎量子力学 2
鉱物結晶学実験 1 地球流体力学 2 地学実験（コ���ー��用��）
地質構造解析法 1 物質科学Ｂ 2 物理学科向け

基礎数理演習Ⅰ 2 生物学科向け

化学 基礎数理演習Ⅱ 2
化学基礎Ａ 2 ������
化学基礎Ｂ 2 物理学実験（コ���ー��用��）
化学基礎Ｃ 2 基礎物理学実験 2

自然環境科学実験Ｃ 4
化学実験（コ���ー��用��）

地球化学分析法 1 化学
水質化学分析法 1 化学基礎Ａ 2

化学基礎Ｂ 2
生物学 化学基礎Ｃ 2

生物学基礎Ａ 2 環境分析化学 2
生物学基礎Ｂ 2 地球環境化学 2
古生物学Ａ 2 物質反応化学 2
古生物学Ｂ 2 エネルギー物質科学 2

物質科学Ａ 2
生物学実験（コ���ー��用��） 物質科学Ｃ 2

海洋生物学実験 1
古無脊椎動物学実験 1 化学実験（コ���ー��用��）
古生物学実験 1 基礎化学実験 2

地学 生物学
地学基礎Ａ 2 生物学基礎Ａ 2
地学基礎Ｂ 2 生物学基礎Ｂ 2
地学基礎Ｃ 2 生態学 2
地質調査法基礎Ⅰ 1 環境生物学演習 2
地質調査法基礎Ⅱ 1 保全生物学 2
地質調査法Ⅰ 2 多様性生物学Ａ 2
地質調査法Ⅱ 2 多様性生物学Ｂ 2
地質調査法実習Ⅰ 1 多様性生物学Ｃ 2
地質調査法実習Ⅱ 1 進化生物学 2
地層学Ａ 2 機能形態学Ａ 2
地層学Ｂ 2 機能形態学Ｂ 2
地史学Ａ 2 適応生物学 2
地史学Ｂ 2
テクトニクス 2 生物学実験（コ���ー��用��）
構造地質学 2 基礎生物学実験 2
岩石学Ａ 2 自然環境科学実験Ｂ 4
岩石学Ｂ 2 環境生物学野外実習Ａ 1
鉱物学Ａ 2 環境生物学野外実習Ｂ 1
鉱物学Ｂ 2 環境生物学野外実習Ｃ 1
環境地質学Ａ 2
環境地質学Ｂ 2 地学
資源・環境地質学 2 地学基礎Ａ 2
第四紀環境学 2 地学基礎Ｂ 2
東アジアの地質形成史 2 地学基礎Ｃ 2
海洋地質学 2 地形学 2
固体地球化学 2 地圏環境変動論 2

気候システム論 2
地学実験（コ���ー��用��） 地形情報科学 2

岩石学実験Ⅰ 1 環境気象学 2
岩石学実験Ⅱ 1
野外実習基礎 1 地学実験（コ���ー��用��）
野外実習Ⅰ 1 基礎地学実験 2
野外実習Ⅱ 2 自然環境科学実験Ａ 4
野外実習Ⅲ 4 環境地質学野外実習 1
環境地質学実習 1

３．上記実験科目は，隔年開講になりますの
　　で，講義概要を参照してください。

２．上記実験科目は，理学部開設科目
　 （Ｓコード）から選択してください。

　  Ｇコードで開設されている実験科目は，
　  教員免許取得用ではありません。

１．免許取得用実験科目の単位を修得して
　　も，卒業要件単位にはなりません。

地学実験

単位

理科教員免状取得用実験科目地質科学科（理科） 自然環境科学科（理科）

単位
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教職に関する科目 

 

  下記の表に記載されているとおりの科目を必ず履修してください。 

 授業科目名 
単位数 

学年指定 
中一 高一 

教育の意義等に関する科目 教職入門 2 2 1 年 

教育の基礎理論に関する科目 

教育学概論 

教育心理学 

教育の制度と経営 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2～4 年 

1 年 

2～4 年 

教育課程及び指導法に関する

科目 

教育課程総論 2 2 2～4 年 

教 科

教育法 

数学科教育法Ⅰ～Ⅳ 

情報科教育法Ⅰ～Ⅱ 

理科教育法（中等）Ⅰ～Ⅳ 

8 4 
掲示にて 

通知 

道徳指導法 

教育方法・技術Ｂ 

2 

1 

 

1 

2～4 年 

2 年 

生徒指導，教育相談及び進路

指導に関する科目 

生徒指導・教育相談・進路指導Ⅰ 

生徒指導・教育相談・進路指導Ⅱ 

2 

2 

2 

2 

2・3 年 

2・3 年 

教育実習 中等教育実習 5 3 4 年 

教職実践演習 教職実践演習（中等） 2 2 4 年 

計 32 24  

 
教育実習 

 中学校一種 高等学校一種 備 考 

単位数 5 単位 3 単位  

事前・事後指導 
事前指導 

事後指導 

4 月～5月予定 

11 月予定 

実習期間 

4 週間 2 週間  

中学校実習 

高等学校実習 

高等学校実習 出身学校等 

受講資格 ４年次学生  

受講要件 

３年次までに，以下の科目の単位を取得済みであること。 

教職入門 教育心理学 教科教育法 

生徒指導・教育相談・進路指導Ⅰ 

生徒指導・教育相談・進路指導Ⅱ 

 

受講手続 ３年次に，学生本人が実習校（出身学校等）へ依頼する  

◎実習教科と免許教科は同じことが原則となります。 

◎教科教育法については，３年次までに１科目で単位を修得していれば，教育実習を受講できます。 

なお，「理科教育法Ⅳ」は中学校免許取得希望者対象の講義です。高等学校免許（理科）のみ取

得しようとする場合は，「理科教育法Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」から２科目を選択して４単位としてください。 

 

３年次４月にガイダンスを行いますので，教育職員免許状取得希望者は，必ず出席してください。 

 
○介護等の体験 

実施方法や体験施設等についてのガイダンスを２年次の秋（１１月頃）に行います。 

また，事前指導を３年次の春（４月頃）に行いますので，中学校教諭免許状取得希望者は必ず出

席してください。 
 
※ 教育職員免許状に関するガイダンス日程や，免許状取得について変更が生じた場合は，掲示にて

通知します。
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６. 学芸員の資格取得について 
 

1 学芸員の職務 

 学芸員とは，博物館法に基づく博物館の専門職員であって，博物館資料の収集，保管，展示及び調

査研究，その他これに関連する事業について専門的事項をつかさどる者をいいます。 

2 学芸員の資格 

 学士の学位を有する者で，大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得し

た者は，学芸員となる資格があります。 

3 博物館に関する科目及び単位数 

 文部科学省令で定める大学において修得すべき博物館に関する科目の単位と，本学で開講される科

目との関係は，次のとおりです。 

 

 

文部科学省令の科目・単位数 
左記に対応する 

授業科目・単位数 履 修 

単位数 

標 準 

履 修 

年 次 

備 考 

（開設 

 学部） 科目名 単位数 授業科目名 単位数 

生涯学習概論 2 

生涯学習概論Ⅰ 2 

2 2 年 

教育学部 

生涯学習概論Ⅱ 2 教育学部 

生涯学習概論Ⅲ 2 教育学部 

博物館概論 2 博物館概論 2 2 2 年 人文学部 

博物館経営論 2 博物館経営論 2 2 3 年 人文学部 

博物館資料論 2 博物館資料論 2 2 3 年 人文学部 

博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 2 2 3 年 人文学部 

博物館展示論 2 博物館展示論 2 2 3 年 人文学部 

博物館教育論 2 博物館教育論 2 2 2 年 人文学部 

博物館情報・メディア論 2 博物館情報・メディア論 2 2 2 年 人文学部 

博物館実習 3 博物館実習 3 3 4 年 人文学部 

合 計 19 合  計 19   

 

【備考】 

①上記必修科目のほかに，人文学部で開設されている次の授業科目を修得することが望ましい。 

ミュージアム論，考古学概説Ａ・Ｂ，民俗学概説Ａ・Ｂ，古文書学概説Ａ・Ｂ，美術史概説Ａ・ 

Ｂ 

②上記必修科目（博物館実習を除く８科目）は，博物館実習を４年次に履修することから，必ず 

３年次までに修得のこと。 

③博物館実習についてのガイダンスを，３年次の 10 月頃及び 12 月上旬頃に行います（掲示にて 

通知）。学芸員資格取得希望者は必ず出席してください。 
④各学科の必修科目の時間割によって指定年次に受講できない場合は，各学科学務委員に相談し 

てください。 
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７．理学部の組織 

数 学 科

物 理 学 科

化 学 科

生 物 学 科

地 質 科 学 科

自然環境科学科

附属臨海実験所

理 学 部 総 務 係

事務室長

理 学 部 学 務 係

新 潟 大 学 理 学 部

自然科学系事務部

 
 

 

８．大学院の組織 
 

５ 専 攻

５ 専 攻

　新潟大学では，平成７年度から従来の自然科学研究科博士後期課程の下に，大学院理学研究科，工学
研究科及び農学研究科を統合して「自然科学研究科博士前期課程」を設置しました。
　この改組により，新しい枠組みで教育研究分野を体系化し，自然科学系学問分野の総合化・学際化に
応じられるよう各専攻に横断性を持たせると同時に，博士前期課程と博士後期課程における教育研究の
より一層の連続性・継続性が図れるようになりました。

大
　
　
　
学
　
　
　
院

新潟大学大学院自然科学研究科

博士前期課程（２年）

新潟大学大学院自然科学研究科

博士後期課程（３年）
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９. 自然科学研究科の構成 
 

 （１）博士前期課程 （２）博士後期課程

��学��� ��学���

� � � � 科 学 � � �学��� � � � � 科 学 � � �学���

��科学��� ��科学���

����科学��� ����科学���

���������� ����科学��� ���������� ����科学���

��科学��� ��科学���

���学��� ���学���

� � � � � 学 � � �����学��� � � � � � 学 � � �����学���

����科学��� ����科学���

����科学��� ����科学���

�����科学�� �������科学��� �����科学�� �������科学���

����科学��� ����科学���

自然����科学��� 自然����科学���

����学��� ����学���

� � 科 学 � � �������学��� � � 科 学 � � �������学���

��科学��� ��科学���

����科学��� ����科学���
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10. 教授会 
 

 新潟大学の全体組織については「学生便覧」等に示してありますが，その構成の一つとして本学部に

は「教授会」が置かれ，学部の管理，運営に関する事項等を審議し，方針を決定する機関となっていま

す。 

 特に，学生諸君に直接関わりの深い問題については，次の委員会が扱います。 

 

１ 学務委員会 

事項 ① カリキュラム，時間割，試験の実施 

② 教育実習・教員職員免許の関係 

③ 学生の身分異動の関係 

④ 特別講義 

⑤ 奨学生の推薦 

⑥ 課外活動及び福利厚生 

⑦ 自治会・学生相談 

⑧ その他学務関係全般 

 

２ 就職・進路指導委員会 

事項 就職及び進学等の進路指導に関する事項 

 

３ 判定委員会 

事項 学生の入学及び卒業に関する事項 

 

 

11. 事務 
 

 本学部の事務を処理するために理学部総務係と理学部学務係があります。 

特に，学生生活を送る上で日常的に関わりの深い理学部学務係は，学務委員会等と密接な連携のもとに

諸般の事務処理にあたっています。 

 

理学部学務係の事務分掌 

（1）教育課程の編成及び授業の実施に関すること。 

（2）学生の募集及び入学試験に関すること。 

（3）入学・卒業，その他学生の学籍に関すること。 

（4）学生の修学等を支援するために必要な助言・指導，その他の援助に関すること。 

（5）学位に関すること。 

（6）学籍その他の記録に関すること。 

（7）外国人留学生に関すること。 

（8）教育実習及び教員職員免許に関すること。 

（9）課外活動及び福利厚生に関すること。 

(10) 就職及び卒業後の進路に関すること。 

(11) 諸証明に関すること。 

(12) 所掌事務の調査及び統計に関すること。 

(13) その他学務関係事務に関すること。 
 
 
 学業及び学生生活を送る上で様々な問題が生じた時は，遠慮なく各学科の委員や担当係に積極的に相

談されるよう希望します。 
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分野等 �� �� 職� 分野等 �� �� 職�

羽鳥　理 ﾊﾄﾘ ｵｻﾑ 教授 情報理工棟 505 内海　利男 ｳﾁｳﾐ ﾄｼｵ 教授 生命環境棟 703-4

三浦　毅 ﾐｳﾗ　ﾀｹｼ 教授 理学部A棟 503 長束　俊治 ﾅﾂｶ ｼｭﾝｼﾞ 教授 生命環境棟 305-1

渡邉　恵一 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｹｲｲﾁ 教授 理学部A棟 501 加藤　朗 ｶﾄｳ ｱｷﾗ 准教授 理学部C棟 215

伊東　孝祐 ｲﾄｳ ｺｳｽｹ 助教 生命環境棟 705

印南　信宏 ｲﾝﾅﾐ ﾉﾌﾞﾋﾛ 教授 理学部A棟 508 西川　周一 ﾆｼｶﾜ　ｼｭｳｲﾁ 教授 理学部C棟 219

小島　秀雄 ｺｼﾞﾏ　ﾋﾃﾞｵ 教授 情報理工棟 404 酒井　達也 ｻｶｲ ﾀﾂﾔ 教授 生命環境棟 703-1

鈴木　有祐 ｽｽﾞｷ　ﾕｳｽｹ 准教授 理学部A棟 505 岩﨑　俊介 ｲﾜｻｷ ﾄｼｽｹ 准教授 理学部C棟 217

星　明考 ﾎｼ　ｱｷﾅﾘ 准教授 理学部A棟 509 井筒　ゆみ ｲﾂﾞﾂ ﾕﾐ 准教授 生命環境棟 303-1

家富　洋 ｲｴﾄﾐ ﾋﾛｼ 教授 情報理工棟 510 藤間　真紀 ﾄｳﾏ ﾏｷ 助教 生命環境棟 306-4

山田　修司 ﾔﾏﾀﾞ ｼｭｳｼﾞ 教授 情報理工棟 405 前野　貢 ﾏｴﾉ ﾐﾂｸﾞ 教授 生命環境棟 303-1

蛭川　潤一 ﾋﾙｶﾜ ｼﾞｭﾝｲﾁ 准教授 情報理工棟 506 杉本　健吉 ｽｷﾞﾓﾄ ｹﾝｷﾁ 准教授 生命環境棟 306-1

田中　環 ﾀﾅｶ ﾀﾏｷ 教授 情報理工棟 509 鈴木　詔子 ｽｽﾞｷ ﾉﾘｺ 助教 生命環境棟 306-5

劉　雪峰 ﾘｭｳ ｼｭｳﾌｫﾝ 准教授 理学部A棟 506

應和　宏樹 ｵｵﾜ　ﾋﾛｷ 助教 理学部A棟 511 生物学科事務室 理学部C棟 208

数学科事務室 理学部A棟 516 ｻﾃｨｯｼｭｸﾏｰﾙ 　ﾏﾄﾞｽｰﾀﾞﾝ 教授 理学部A棟 412

宮田　等 ﾐﾔﾀ ﾋﾄｼ 教授 理学部A棟 206 高澤　栄一 ﾀｶｻﾞﾜ ｴｲｲﾁ 教授 理学部A棟 415

松尾　正之 ﾏﾂｵ ﾏｻﾕｷ 教授 理学部A棟 212 高橋　俊郎 ﾀｶﾊｼ ﾄｼﾛｳ 准教授 生命環境棟 105-2

小池　裕司 ｺｲｹ ﾕｳｼﾞ 教授 理学部A棟 214

中野　博章 ﾅｶﾉ ﾋﾛｱｷ 准教授 理学部A棟 201 豊島　剛志 ﾄﾖｼﾏ ﾂﾖｼ 教授 生命環境棟 106-2

浅賀　岳彦 ｱｻｶ ﾀｹﾋｺ 准教授 理学部A棟 210 小林　健太 ｺﾊﾞﾔｼ ｹﾝﾀ 講師 生命環境棟 106-1

大坪　隆 ｵｵﾂﾎﾞ ﾀｶｼ 准教授 物質生産棟 259 松岡　篤 ﾏﾂｵｶ ｱﾂｼ 教授 生命環境棟 406-2

江尻　信司 ｴｼﾞﾘ ｼﾝｼﾞ 准教授 理学部A棟 208 新川　公 ﾆｲｶﾜ ｲｻｵ 准教授 理学部A棟 414

渡辺　一也 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｶｽﾞﾔ 助教 理学部A棟 209 栗田　裕司 ｸﾘﾀ ﾋﾛｼ 准教授 生命環境棟 406-1

植田　勇人 ｳｴﾀﾞ ﾊﾔﾄ 准教授 理学部A棟 408

山田　裕 ﾔﾏﾀﾞ ﾕｳ 教授 物質生産棟 701 小西　博巳 ｺﾆｼ　ヒロミ 教授 理学部A棟 404

大野　義章 ｵｵﾉ ﾖｼｱｷ 教授 物質生産棟 702 栗原　敏之 ｸﾘﾊﾗ ﾄｼﾕｷ 准教授 理学部A棟 410

摂待　力生 ｾｯﾀｲ　ﾘｷｵ 教授 物質生産棟 703 椎野　勇太 ｼｲﾉ　ﾕｳﾀ 助教 理学部A棟 401

奥西　巧一 ｵｸﾆｼ ｺｳｲﾁ 准教授 物質生産棟 704-1 地質科学科事務室 理学部A棟 406

石川　文洋 ｲｼｶﾜ ﾌﾐﾋﾛ 准教授 物質生産棟 705 浮田　甚郎 ｳｷﾀ ｼﾞﾝﾛｳ 教授 環境エネルギー棟 411

廣瀬　雄介 ﾋﾛｾ ﾕｳｽｹ 助教 物質生産棟 703 久保田　喜裕 ｸﾎﾞﾀ ﾖｼﾋﾛ 准教授 理学部A棟 427

赤津　光洋 ｱｶﾂ ﾐﾂﾋﾛ 助教 物質生産棟 710 副島　浩一 ｿｴｼﾞﾏ ｺｳｲﾁ 准教授 環境エネルギー棟 314

本田　明治 ﾎﾝﾀﾞ ｱｷﾊﾙ 准教授 環境エネルギー棟 409

大原　謙一 ｵｵﾊﾗ ｹﾝｲﾁ 教授 理学部A棟 215 奈良間　千之 ﾅﾗﾏ　ﾁﾕｷ 准教授 環境エネルギー棟 408

西　亮一 ﾆｼ ﾘｮｳｲﾁ 准教授 理学部A棟 217

根本　祐一 ﾈﾓﾄ ﾕｳｲﾁ 准教授 物質生産棟 710 濱口　哲 ﾊﾏｸﾞﾁ ｻﾄｼ 教授 理学部A棟 313

金　鋼 ｷﾝ　ｺｳ 准教授 物質生産棟 752-1 酒泉　満 ｻｶｲｽﾞﾐ ﾐﾂﾙ 教授 理学部A棟 313

遊佐　洋右 ﾕｻ　ﾖｳｽｹ 助教 理学部A棟 203 林　八寿子 ﾊﾔｼ ﾔｽｺ 准教授 理学部C棟 110

吉田　賢市 ﾖｼﾀﾞ　ｹﾝｲﾁ 助教 理学部A棟 207 上井　進也 ｳﾜｲ ｼﾝﾔ 准教授 理学部C1棟 384

武智　麻耶 ﾀｹﾁ ﾏﾔ 助教 物質生産棟 563 藤村　衡至 ﾌｼﾞﾑﾗ ｺｳｼﾞ 助教 理学部C棟 103

物理学科事務室 理学部A棟 220

大鳥　範和 ｵｵﾄﾘ ﾉﾘｶｽﾞ 教授 情報理工棟 306 松岡　史郎 ﾏﾂｵｶ ｼﾛｳ 教授 物質生産棟 652

生駒　忠昭 ｲｺﾏ ﾀﾀﾞｱｷ 教授 物質生産棟 602 湯川　靖彦 ﾕｶﾜ ﾔｽﾋｺ 教授 理学部C1棟 388

三浦　智明 ﾐｳﾗ ﾄﾓｱｷ 助教 物質生産棟 609 臼井　聡 ｳｽｲ ｻﾄｼ 准教授 理学部C1棟 389

丸山　健二 ﾏﾙﾔﾏ ｹﾝｼﾞ 准教授 情報理工棟 309 則末　和宏 ﾉﾘｽｴ　ｶｽﾞﾋﾛ 准教授 理学部C1棟 385

工藤　久昭 ｸﾄﾞｳ ﾋｻｱｷ 教授 理学部C棟 320 石崎　智美 ｲｼｻﾞｷ　ｻﾄﾐ 助教 理学部C棟 105

佐藤　敬一 ｻﾄｳ ｹｲｲﾁ 准教授 物質生産棟 604

長谷川　英悦 ﾊｾｶﾞﾜ ｴｲｴﾂ 教授 物質生産棟 555

俣野　善博 ﾏﾀﾉ　ﾖｼﾋﾛ 教授 物質生産棟 603 自然環境科学科事務室 理学部C棟 111

古川　和広 ﾌﾙｶﾜ ｶｽﾞﾋﾛ 教授 理学部C棟 228 安東　宏徳 ｱﾝﾄﾞｳ　ﾋﾛﾉﾘ 教授

田山　英治 ﾀﾔﾏ ｴｲｼﾞ 准教授 物質生産棟 616 安房田　智司 ｱﾜﾀ　ｻﾄｼ 助教

中馬　吉郎 ﾁｭｳﾏﾝ ﾖｼﾛｳ 准教授 理学部C棟 229 宮下　孝洋 ﾐﾔｼﾀ　ﾀｶﾋﾛ 教授 理学部棟Ａ1棟 429

梅林　泰宏 ｳﾒﾊﾞﾔｼ　ﾔｽﾋﾛ 教授 物質生産棟 605 中山　敦子 ﾅｶﾔﾏ ｱﾂｺ 准教授 物質生産棟 707

岩本　　啓 ｲﾜﾓﾄ ﾊｼﾞﾒ 准教授 物質生産棟 601 大村　彩子 ｵｵﾑﾗ ｱﾔｺ 助教 理学部A棟 202

後藤　真一 ｺﾞﾄｳ ｼﾝｲﾁ 准教授 理学部C棟 322 三好　智博 ﾐﾖｼ ﾄﾓﾋﾛ 助教 生命環境棟 703-4

大江　一弘 ｵｵｴ ｶｽﾞﾋﾛ 助教 理学部C棟 328 足立　佳子 ｱﾀﾞﾁ ﾖｼｺ 助教 自然研管理棟 A410

化学科事務室 理学部C棟 313 古川　貢 ﾌﾙｶﾜ ｺｳ 准教授 物質生産棟 204

生体制御
学分野

自然科学研究科

数理物質
科学専攻

自然科学研究科附属
教育研究高度化センター

研究推進機構
超域学術院

機器分析ｾﾝﾀｰ

環境生物
学分野

物質循環
科学分野

自然科学研究科

環境科学
専攻

自
然
環
境
科
学
科

附属臨海
実験所

地
質
科
学
科

岩石・鉱物
学分野

構造地質
学分野

堆積・古生
物学分野

自然科学研究科

環境科学
専攻
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